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ボーリングコア解析に基づく中央構造線周辺の応力履歴

Stress history along the Median Tectonic Line revealed by a borehole
core
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断層の性質は物理条件の違いにより変わる．日本の陸上で最大の断層である中央構造線(以下
MTL)は，長い履歴を持ち，異なる条件で形成した断層岩が露出する．従って，その変形の重複
を明らかにすることは物理条件の違いによる多様な断層の挙動の理解につながる．一方，個々の
条件に対応した物理現象の解明のためには，それぞれの条件で経験したテクトニックイベントを
あらかじめ割り出しておく必要がある．
現在，著者らは産総研が東南海・南海地震予測のため2007年度に掘削したMTLを貫通した飯高
赤桶コアの解析を進めている．そこで飯高赤桶コアが，塑性域から脆性域に至って経験したテク
トニックイベントを応力多重逆解析(Yamaji, 2000)により割り出し，さらに割り出したイベント
に対応した断層物質をX線粉末回折により明らかにし，イベント経験時の背景温度を推定した．
解析ではボーリングコアの領家帯部分，掘削深度169m～474mの62条のマイロナイト面構造，線
構造と217条のコアを切る脆性断層上の条線をデータとして用いた．なおマイロナイトのみデー
タは比較的均質であり，これらと不均質な脆性断層のデータを混ぜて多重逆解を行うとアーチフ
ァクトを生じることから，マイロナイトと脆性断層は分けて計算を行った．マイロナイトの解析
結果はA:東北東-南南西方向の一軸圧縮場に近く，三重県の中央構造線沿いのマイロナイトがト
ランスプレッション場でできたという(島田ほか，1998)，これまでの解釈と調和的である．
脆性断層については，クラスター解析(Otsubo et al., 2006)後にいくつかのクラスターが認識され
たが，大きくB: NS方向に45°沈下した方向に最大圧縮主応力を持つ一軸圧縮場，C:北東-南西方
向でほぼ水平に最大圧縮主応力を持つ一軸圧縮場，D:南北～北東南西方向に最小圧縮主応力を持
つ伸張場などが検出された．条線の重複関係からこれらの応力はC→D→Bの順に変化したものと
考えられる．
次にマイロナイトでは，石英が塑性変形を示し，比較的温度の高い条件で変形したと考えられる
もの，非常に細粒で白雲母・緑泥石を特徴的含むものなどがあり，温度として300℃程度より高
温での変形である．一方，脆性断層では，断層物質のX線粉末回折から，上記D→Bの応力に対応
する断層では特徴的に濁沸石を含み，温度として150-200℃の条件で形成されたものと考えられ
る．
以上から，中央構造線近傍の岩石が塑性変形領域から脆性領域に入る過程で，300℃程度より高
温条件下では東北東-南南西方向の一軸圧縮場，こののち南北圧縮を経て，150-200℃の条件では
南北方向の伸張場もしくは，NS方向に45°沈下した方向に最大圧縮主応力を持つ一軸圧縮場に
おかれたことが明らかになった．これらのことは物理条件の違いによる多様な断層の挙動のみな
らず，日本列島の構造発達史を考える上でも強い制約を与えるものと期待される．
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